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（この社協だよりは、みなさまからの社協会費・寄付などにより発行されています）

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
経
営
に
際
し
、
多
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
不
安
定
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
方

も
依
然
と
し
て
多
く
、
ま
た
少
子
化
・
高
齢
化
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
障
害
を
持

つ
方
々
の
社
会
参
画
の
推
進
な
ど
、
福
祉
の
ニ
ー
ズ
は
、
益
々
多
様
化
し
て
お
り

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
今
後
と
も
し
っ
か
り
対
応
し
、

地
域
福
祉
推
進
の
中
核
を
担
う
べ
く
、「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
健
や
か
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
自
治
会
連
合
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
、
各
種
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
事
業
展
開
を
図
っ
て

参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
会
員
制
度

を
基
盤
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能
の
向
上
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
（
子
育
て
支
援
）
や
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
高
齢

者
等
支
援
）
な
ど
、
住
民
参
加
に
よ
る
在
宅
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
各
種
相
談
事
業
や
介
護
保
険
事
業
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

な
ど
、地
域
に
密
着
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
市
民
み
な
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

吉

田

信

解

　
安
全
で
安
心
で
き

る
社
会
を
目
指
し
て

　この２枚の写真は平成 19 年度に
行った事業の一部です。これからも
本庄市社協はみなさまの「こころ」
と「こころ」をつなぎます。

配食サービスの様子 春休みボランティアスクールの様子



●2社協だより

人件費
101,952

その他の支出
12,309

助成金支出
1,472

経理区分間
繰入金支出
30,770共同募金配分金

事業費
10,967

事業費支出
42,752

貸付事業等支出
4,332

事務費支出
13,066

繰越金
91,087

その他の収入
17,674

会費収入
5,425

寄付金収入
4,712

補助金等収入
53,863

受託金収入
15,114

事業収入
7,944

貸付事業
等収入
13,670

共同募金
配分金収入
8,805

介護保険収入
60,294

経理区分間
繰入金収入
30,770

○受託事業
　・高齢者生活支援ホームヘルパー派遣事業
　・障害者ガイドヘルパー派遣事業
　・児玉郡市手話通訳者派遣事業
　・介護者リフレッシュ事業
　・福祉サービス利用援助事業
　・ファミリー・サポート・センター事業
○相談事業
　・心配ごと相談所の運営
　・結婚相談所の運営
　・相談員連絡会議の開催
　・相談員研修への参加　　　　　　　　　
　・広域連絡協議会への参加
○日本赤十字社事業
　・日本赤十字社資募集事業
　・災害救援物資の援助
　・防災活動の啓発及び機材貸出
　・赤十字救急法講習会の開催
　・赤十字奉仕団への協力
○ 共同募金事業
　・赤い羽根募金運動
　・歳末たすけあい運動
 　 　

ほか、本庄市社協ではさまざまな事業展開を
促進いたします。

　　すべてはみんなの心から
～社協会員を募集～

　社会福祉協議会（社協）は「福祉のまちづ
くり」のために地域住民を主体に組織された
民間の福祉団体です。
　社協が地域福祉活動を推進していくために、
市から補助金を、また共同募金の配分金を受
けています。
　しかしながら、年ごとに拡がる福祉需要に
応えるにはより多くの財源が必要となってい
ます。
　社協では会員制度による、会員のみなさま
から会費のご協力が必要です。地域福祉やボ
ランティア活動の推進にご理解いただき、会
費のご協力をよろしくお願いします。
　ご協力いただいた会費は、次のように有効
に使われます。
○心豊かな老後のために
○障害児・者を応援するために
○明日を担う子どもたちのために
○ボランティアを応援するために

支出合計　２１７，６２０千円収入合計　３０９，３５８千円

平成１９年度決算（一般会計・公益事業会計）
単位：千円

誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る  ま ち づ く り を 目 指 し て
《《 平成２０年度の事業 》》
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経理区分間
繰入金収入
9,865

その他の収入
1,475

自立支援費収入
4,320

会費収入
5,649

寄付金収入
3,771

補助金等収入
55,222

受託金収入
12,721

事業収入
3,743

共同募金
配分金収入
10,423

繰越金
32,727

介護保険収入
56,040

人件費
97,004

その他の支出
5,467

助成金支出
2,054

経理区分間
繰入金支出
9,710

共同募金配分金
事業費
13,530

事業費支出
52,596

事務費支出
15,595

○広報活動
　・社協だよりの発行（年４回）
　・ボランティア情報紙の発行
　・ホームページの充実
　　http://members.my.home.ne.jp/honjo-shakyo
○社会奉仕活動を応援するために
　・ボランティアセンターの運営
　・ボランティアの育成と支援
　・研修および講座の開催
　・ボランティア体験プログラムの展開
　・ボランティアグループ連絡会支援
　・福祉教育推進校の指定と福祉教育の推進
　・福祉の市「ふれ愛夏祭」への参加
　・児玉地域ボランティア連絡協議会への参加
　・シニアのための生活応援講座の開催
○生活福祉推進のために
　・福祉資金等の貸付
　・法外援護の実施
○介護保険事業者として
　・ケアプランセンターの運営
　・ヘルパーステーションの運営
○明日を担う子どもたちへ
　・子どもの遊び場整備助成
　・短期里親の実施（正月・夏期）　
　・青少年非行防止運動助成
　・子育て支援活動の推進

○社協基盤の強化と啓発活動
　・会務の運営（理事会・評議員会ほか）
　・社協会員増強運動
○心豊かな老後のために
　・地域住民による見守り活動の推進
　・乳酸菌飲料配布サービスの実施
　・配食サービスの実施
　・友愛通信の実施
　・ふれあい食事会、地域会食種まき事業の推進
　・ふれあいサロン活動の推進
　・有償家事援助サービス事業
　・地域包括支援センター運営協議会へ参加
○障害者を支援するために
　・車いす仕様車(つばさ号・赤い羽根号)貸出
　・障害者作品展の開催  
　・障害児・者対策への助成  
　・身体障害者福祉会への支援
　・福祉機器（車いす・介護用ベッド・点字板）貸出
　・共学支援プログラム事業

支出合計　１９５，９５６千円収入合計　１９５，９５６千円

平成２０年度予算（一般会計・公益事業会計）
単位：千円

【今年度の重点目標】
１．啓発活動を通じた基盤整備の強化
２．在宅福祉サービス事業の推進　　
３．ボランティア活動の推進　　　　
４．児玉郡内社会福祉協議会との連携

誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る  ま ち づ く り を 目 指 し て
《《 平成２０年度の事業 》》
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今
年
も
開
催
！

シ
ニ
ア
の
た
め
の

生
活
応
援
講
座

　　

昨
年
度
よ
り
新
規
事
業
と
し

て
開
催
し
、
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
生

活
応
援
講
座
」
を
、
今
年
度
も

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
各
方
面
で
、
シ
ニ
ア
世

代
の
方
々
に
向
け
た
事
業
や
サ

ー
ビ
ス
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は「
シ
ニ
ア
の
時
代
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

講
座
の
詳
し
い
内
容
は
た
だ

今
企
画
中
で
、
７
月
頃
よ
り
、

広
報
等
に
て
募
集
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
！

【
昨
年
度
の
主
な
内
容
】

・
い
き
い
き
健
康
管
理
術

・
生
活
設
計（
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）

　

講
座

・
体
験
活
動（
サ
ロ
ン
・
施
設
）

・
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
、
な
ど

福
祉
教
育
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
　

　
推
進
員
養
成
研
修
　

受
講
者
募
集
　

　

本
庄
市
社
協
で
は
、
福
祉
教

育
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
専
門
の
研
修
を
受
け
た

福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

習
推
進
員
（
本
庄
市
で
は
９
名

が
活
動
中
で
す
。）
が
中
心
と
な

っ
て
、
地
域
や
学
校
で
、
「
ふ
く

し
」
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ

た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

「
ふ
く
し
」
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
す
。
地
域
で
暮
ら
す
だ
れ

も
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る

こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
、
理
解

を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
ふ
だ
ん
の

く
ら
し
の

し
あ
わ
せ

を
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
現
在
、
推
進
員
と

し
て
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
埼
玉

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
す

る
福
祉
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

習
推
進
員
養
成
研
修
を
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
度
の
養
成
研
修
は
、
７

月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
の
間
の

全
７
日
間
で
す
。
詳
し
い
日
程

や
内
容
に
つ
い
て
は
本
庄
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

３
月
26
日
㈬
～
28
日

㈮
の
３
日
間
、
市
内
の

小
中
学
生
を
対
象
に
春

休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
「
見
え
な

い
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」

を
テ
ー
マ
に
ア
イ
マ
ス

ク
と
白
杖
で
市
内
を
歩

き
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
の
体
験
も
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る

高
校
生
や
大
学
生
た
ち
が
企
画

し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
期
間

中
、
参
加
者
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
共
に
学
び
あ
い
、
育
て
合
う

場
面
が
多
々
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
人
に

な
る
前

の
大
切

な
時
間

を
過
ご

す
こ
と

が
で
き

た
よ
う

で
す
。

ふ
れ
あ
い

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
と
一

緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
！
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰

で
も
楽
し
め
る
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
を
、
本
庄
市
身
体
障
害

者
福
祉
会
の
方
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
み
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
手
話
通
訳
も
つ
き

ま
す
。

日
時　

７
月
５
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　

本
庄
市
児
玉
総
合
運
動

　
　
　

公
園
体
育
館
（
エ
コ
ー

　
　
　

ピ
ア
）

用
意　

動
き
や
す
い
服
装
、
体

　
　
　

育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

　
　
　

ル
、
飲
み
物
な
ど

申
込
締
切　

６
月
25
日
㈬
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庄
市
社
協
児
玉
支
所

　

電
話
�
１
２
３
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
７
５
５
５

金
屋
小
で
の
総
合
学
習
の
様
子

春休みボランティアスクール

は
い
、
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
せ
ん
た
ー
で
す

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
す
べ
て
本
庄
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
社
協
）
ま
で
。
　
電
話
（
24
）
２
７
５
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
21
）
５
５
１
６
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夏のボランティア体験プログラム
あたらしい出会いがあなたを待っています！

Let's　体験ボランティア！

summer  volunteer’08

申し込み方法

事前説明会

プログラムメニュー

　下記の中から活動したいメニューを選んで、電話または FAXで申し込んでください。
受付開始　７月１日（火）　　受付時間　８：30〜 17：15

※小中学生ボランティアスクールのみ７月７日（月）から受付開始
　申し込み先
　　　本庄市ボランティアセンター　TEL　２４ｰ２７５５　FAX　２１ｰ５５１６
　　　　　　　　　　　　児玉支所　TEL　７３ｰ１２３７　FAX　７２ｰ７５５５

　下記の①②④〜⑥のメニューは必ずどちらかの事前説明会に参加して下さい！
①　本庄市民プラザ　７月１１日（金）１４：００〜
②　児玉総合支所　　７月１４日（月）１４：００〜

子ども ･･･　　　障害 ･･･　　　高齢者 ･･･　　　環境 ･･･　　　ボランティアスクール ･･･　　　その他 ･･･

メニュー名 活動内容 会場 期日・時間 対象 お願い・その他

① 学童保育
ボランティア

学童保育所で遊びなが
ら、子どもたちと交流

・市内学童保育所
・児童センター 夏休み期間中の

５日間程度を選択

高校生以上 事前説明会に参加してくだ
さい。
ボランティア保険 260 円負
担してください。② 保育

ボランティア
保育士にチャレンジ ・市内保育所 中学生以上

③ ママサロン
ママサロンで遊びなが
ら、お母さん達と交流

・ママサロン 7/27、8/6、20 中学生・高校生
ママサロンの申し込みは下記へ
NPO本庄子育てネット事務局
久保田　電話　23 ｰ 0108

④ チャレンジ
The 障害者施設

障害をもつ人たちと作
業やレクを通して交流

・ひまわり（牧西）
・更生館（児玉町）

夏休み期間中の
５日間以上を選択

高校生以上

事前説明会に参加してくだ
さい。
ボランティア保険 260 円負
担してください。

⑤ 特養ワーキング
　プロジェクト

市内特別養護老人ホー
ムでの介護体験

・市内特養施設
夏休み期間中の
３日間以上を選択

高校生以上

⑥ 障害児学童保育
　ボランティア

養護学校に通う子ども
たちの学童保育です

・大きな樹（本庄市）
・ポプラ学童（深谷市）

夏休み期間中
学生・社会人
＊ポプラは
　高校生以上

⑦ 本泉の
しぜん観察隊

本泉の太駄地区の豊か
な自然と親しみ、その
大切さを学びます

集合場所
太駄地区山村センター

8/2 ㈯ 9:30 〜 15:00
雨天時は 8/9 ㈯

親子 20組
（小学生以上）

ボランティア保険 260 円負
担してください。
申込者には詳細を後日通知

⑧

小中学生
ボランティア
スクール
本庄会場

人気のメニュー
何をするかはお楽しみ

・本庄市民プラザ
・本庄市内

パート１
7/30 ㈬〜 8/1 ㈮ 小中学生

各 30名
お弁当と飲み物持参
３日間必ず参加してください。パート２

8/18 ㈪〜 20㈬

⑨

小中学生
ボランティア
スクール
児玉会場

「ふくし」ってなに？
みんなで考えよう

本庄市児玉文化会館
（セルディ）

8/21 ㈭・22㈮
小学４年生以上

20名
お弁当と飲み物持参

⑩ ふれ愛夏祭
サポーター

障害者施設の物品販売
のお手伝い

本庄総合公園
8/31 ㈰
14:00 〜 20:00

中学生以上
暑さ対策とお祭りを楽しむこと
申込者には詳細を後日通知

⑪ おまかせ
プログラム

あなたのやりたいこと
を応援します

個別の相談に応じます。余裕をもって来てください。ボランティア保険には加入してください。
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介護を必要とする方が（高齢者や障害を持つ方）
住み慣れた自宅で自立した生活が送れるよう

お手伝いしています

社協ケアプランセンター
社協ヘルパーステーション

ケアプランセンターはケアプランの作成をします

ご利用ください

ヘルパーステーションはホームヘルパーの派遣をします

利用される方のできることが少しでも増えたり笑顔をみるた
び、やりがいのある仕事と感じスタッフ一同研修を重ねて、
より良いサービスを提供していけるよう頑張っております。

※介護サービス計画の作成には、利用者負担はありません。

※利用者負担は、費用の１割です。

　ケアマネージャーが、要介護状態にある方や
その家族と相談をしながら介護サービス計画
（ケアプラン）を作成いたします。
　本人または家族が行う要介護申請の代行や、
介護サービス事業所との連絡調整も行ってい
ます。

☆どんなことをするの？
　ケアプランで決められた身体介護や家事援助を行います。
　身体介護は　…　入浴・排泄・食事介助・服薬介助などです。
　家事援助は　…　調理・洗濯・掃除・買い物などです。

☆どのように！！
　ケアマネージャーと利用者の
作成したケアプランの中で、必要
に応じたサービスを提供します。

私たちに、ご相談ください。

　申し込み・問い合わせ　　

　　　社協ケアプランセンターまで

　　　　　　電話（２４）８４４８

問い合わせ　
　社協ヘルパーステーションまで　　

　電話（２４）８００８
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有
償
家
事

　
援
助
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
、

産
前
産
後
の
方
な
ど
、
や
む
を

得
ず
日
常
生
活
の
家
事
援
助
を

必
要
と
す
る
方
に
対
し
て
市
民

の
み
な
さ
ん
の
参
加
と
協
力
の

も
と
に
本
庄
市
社
協
が
事
務
局

と
な
っ
て
低
額
料
金
で
家
事
を

援
助
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

家
事
の
援
助
を
受
け
た
い
方

は
ぜ
ひ
本
庄
市
社
協
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
主
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　

食
事
づ
く
り
、
洗
濯
、
掃
除
、

　

買
い
物
な
ど
家
事
全
般

○
利
用
料
金

　

１
時
間
７
５
０
円

○
サ
ー
ビ
ス
の
時
間

　

原
則
と
し
て
月
曜
日
か
ら
土

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庄
市
社
協

　
　

電
話
�
２
７
５
５

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
よ
り

「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
（
社
資
募

集
）」
を
全
国
一
斉
に
展
開
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社

資
（
寄
付
金
）
は
、
赤
十
字
社
が
行

う
様
々
な
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
多
く
の
方
に
、
赤
十
字

の
「
人
道
・
博
愛
・
奉
仕
」
の
精
神

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
社
資
（
寄
付

金
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
多
額
の

社
資
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
は
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
や
、
表
彰
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
赤
十
字
社
本
庄

市
地
区
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
赤
十
字
社
が
行
う
主
な
事
業
】

・
災
害
救
護
活
動
（
地
震
等
）

・
国
際
救
援
活
動
（
紛
争
等
）

・
救
急
法
等
講
習
会
の
開
催

・
青
少
年
赤
十
字
の
推
進

・
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成

・
救
急
医
療
体
制
の
整
備

・
血
液
（
献
血
）
事
業
、
な
ど

救
急
法
講
習
会
開
催
し
ま
し
た

　

５
月
１０
日
㈯
に
開
催
し
た
「
赤
十
字
救
急
法
講
習

会
」
で
は
、
定
員
を
上
回
る
21
名
の
方
が
市
内
外
よ

り
受
講
し
て
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
指
導
員
の
資
格
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々

で
、
受
講
者
か
ら
は
「
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

一
度
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日本赤十字社社員増強運動始まる

ファミリー・サポート・センター
会　員　募　集

　子育てを地域で支えるため、①依頼会員（手
助けがほしい人）②援助会員（手助けできる人）
③両方会員がそれぞれ会員登録し、必要なとき
に会員相互で子育ての援助活動を行います。
　地域の中で子育て支援の輪が広がるようみな
さんのご協力をお願いします。
「援助内容」
　保育施設への送迎・放課後や学童保育所の終
了後子どもの預かり・一時的な事情の際に子ど
もを預かる等
「援助時間」
6時～ 21時（平日・土日・祝祭日）
　ご希望の方は写真２枚と印鑑をお持ちのう
え、センター（社協）までお出かけください。
　　問い合わせ　（２４）２７５５
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今
年
の
夏
は
第
29
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
北
京
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
９
月
に

は
同
じ
会
場
で
第
13
回

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
者
の
国
際
ス
ポ

ー
ツ
大
会
と
し
て
は
、

知
的
障
害
者
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

や
聴
覚
障
害
者
の
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
４
年
に

１
度
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
歴
史
は
古
く
、
冬
季

は
昨
年
の
ソ
ル
ト
レ
イ

ク
シ
テ
ィ
で
16
回
、
夏

季
は
来
年
の
台
北
で
21

回
を
数
え
ま
す
。

募
集
職
種　

一
般
事
務
職

募
集
人
員　

１
人

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
10
月
１

日
㈬

受
験
資
格　

社
会
福
祉
士
資
格
を

有
し
、
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
日
本
国
籍
を
有
す
る

人＊
次
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

・
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
が
終
わ
り
、
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
人

受
付
期
間　

７
月
15
日
㈫
〜
７
月

31
日
㈭
（
土
・
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

第
１
次
試
験
日
と
会
場

８
月
17
日
㈰
市
民
プ
ラ
ザ

第
１
次
試
験
の
方
法

教
養
試
験
・
事
務
適
性
試
験
・
作

文
試
験

第
２
次
試
験
の
方
法

身
体
検
査
・
面
接
試
験
（
第
１
次

試
験
合
格
者
の
み
実
施
）

申
込　

次
の
書
類
を
受
験
者
本
人

が
本
庄
市
社
協
に
持
参

①
受
験
申
込
書

②
自
筆
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

＊
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
７

月
１
日
㈫
か
ら
配
布
、
詳
細
は
受

験
案
内
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

本
庄
市
社
協

　

電
話
�
２
７
５
５

　

人
事
異
動

平
成
２０
年
３
月
３１
日
付

退　

職

　

主　

査　

飯
塚
二
三
子

平
成
２０
年
４
月
１
日
付

転　

出

　

係　

長　

永
尾
仁
一

　
　

児
玉
総
合
支
所
市
民
課

　
　

係
長

異　

動

　

主　

査　

清
水
義
弘

　
　

本
所
か
ら
児
玉
支
所
へ

　

主　

任　

関
根
達
也

　
　

児
玉
支
所
か
ら
本
所
へ

→

児玉郡市手話通訳者派遣事業あ り が と う
た く さ ん の 善 意

（平成 20 年３月１日〜平成 20 年５月 31 日・敬称略）

　氏　　名　・　団　　体　　等 摘要（円）
旭公民館七宝焼クラブ 13,000
ユニー㈱　アピタ本庄店 71,486
東洋ハリ灸治療院愛の箱 10,500
戸田モーターボート競走場関係団体協議会 205,000
柴崎正子 1,000
内藤文夫 100,000
本庄市児玉郡広域聴覚障害者福祉協会 1,000
本庄市児玉郡広域手話通訳問題研究会 1,000
本庄手話サークル 1,000
今井勝子 3,000
児玉町露店商組合 20,000
サークルはなわ 6,020
関東西濃運輸労働組合本庄支部 120,000
㈲児玉自動車工業所　代表取締役　坂本栄一 50,000
河野千惠子（未使用切手 2,454 円分含む） 71,654
本庄市農業経営研究会（未使用切手4,800円分含む） 5,465
中島　好 50,000
本庄ロータリークラブ 30,000
齋藤美好 7,400
野島歌謡教室 93,360
宮本町親睦チャリティゴルフ大会 38,000
匿名５件 11,786

【能登半島地震義援金】
社協窓口募金箱 1,090

【中国大地震義援金】
㈳こだま青年会議所 30,000
㈱ワコーエンタープライズ 23,393
市役所、社協窓口募金箱 12,495

【新潟中越沖地震義援金】
市役所、社協窓口募金箱 3,380

【ミャンマー・サイクロン災害義援金】
市役所、社協窓口募金箱 12,571

本庄市役所窓口、日向義雄、本庄市チャリティーマーケッ
ト市民の会、㈱メッツ、渡辺弘、㈲福島ウインド、清水
真寿美、亀山石油、匿名 4 件

使用済み切手多数
飯塚歯科医院、匿名 使用済みカード多数
本庄南公民館みのり絵手紙クラブ

友愛通信用絵手紙、使用済み切手、使用済みカード、ベルマーク多数
埼玉県北明るい社会づくりの会

使用済み切手、使用済みカード多数
本庄市弓道連盟

ベルマーク、使用済み切手、使用済みカード、書き損じハガキ多数
春山静子 タオル多数
江原隆治 割り箸、ベルマーク多数
㈲友商クリーンアップ

　未使用ハガキ、書き損じハガキ、使用済み切手多数
㈱高橋設備 車イス２台
塩原　弘 白米 30㎏
サークルはなわ 書き損じハガキ多数
佐藤弘子 七宝焼電気炉１台
㈳こだま青年会議所 使用済みカード多数
匿名 使用済み切手、書き損じハガキ多数
匿名 タオル、使用済み切手多数
匿名２件 ベルマーク多数

プチ手話講座⑥　「パラリンピック」

「車椅子」
車椅子の輪をまわす
動きをする

（出典：わたしたちの手話／財団法人　全日本ろうあ連盟発行）

「オリンピック」
両手２指の輪を交互に結
び合わせながら左から右
の方に動かしていく


